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東京地方裁判所長平木正
、
可
Ｊ
Ｔ
，

司法行政文書開示通知書

3月26日付け（同月29日受付）で申出のありました司法行政文書の開示につ

いて、下記のとおり開示することとしましたので、通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

東京地方裁判所民事部裁判官配置表（令和4年4月5日現在） (片面で2枚）

2 開示しないこととした部分とその理由

1の文書には、個人識別情報及び公にすることにより事務の適正な遂行に

支障を及ぼすおそれがある情報（内線番号等）が記載されており、これらの情

報は、行政機関情報公開法第5条第1号及び第6号に定める不開示情報に相

当することから、 これらの情報が記載されている部分を開示しないこととし

た。

3 開示の実施方法

写しの送付 － ，

(担当）総務課電話03 （3581） 2733 （ダイヤルイン）



【機密性2】

東京地方裁判所民事部裁判官配置表 ■
所長代行小田正

所長代行朝倉佳

志
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秀■■■所長代行三木素子ロ■■
所長代行江原健

所長代行佐藤達令和4年4月5日現在
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丞水杢金） 第21部
執行（民事
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大木
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特例尾田
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火水不壷ノ月火水木金）

■
6部（■■■Ⅱ■、火丞引
通常
部清野正彦46
中島 崇53
梢松晴子54
望月 千広57

武見敬太郎61
鈴木拓磨62
特例菊地拓也66
補 山口愛子72
補小川勝己73
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長
竹下
藤原
林
加藤
嶋田
椙山
特例結城
特例獅子野
特例竹内
特例伊藤
特例岩瀬
特例舘崎
特例平沢
特例廣瀬
特例水口
特例岡田
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補吉田
補 ．若山
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達文44
敬二54
■■■■■■■

佑子59
充昭59
博文60
慶60
末知61
まなみ62

靖之63
登美子63
葉子63
康介64
裕介65
友紀子65
愉理子67
みどり67
友輔67
由里絵67
智彦67

美弥68
佳子69
優太71
怜未71
哲朗71

篠田賢治49
梶浦義嗣55
石渡 圭60
渡邊智．弘71
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第13部
通常

兼部 高木勝巳47
兼 小田正二45
兼 成田晋司51
兼 作田寛之54
兼 吉田祈代54
兼 馬場 潤55
兼 神吉康二57
兼 萩原孝基57
兼補 吉田怜未71
兼補町田 翼72

｜ ■恋題忌引:金第7部（ﾛ■■■、目坐水
通常
部小川理津子45
野村武範51
森川さつき56
坂本隆－58
長尾 崇59
松原平学62
高木晶大64
補志村敬一73
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特例雨宮竜太67
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特例柏戸夏子68
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特例中井裕

月水木金）第3部(I■■■■、月水金）
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依田吉人59
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(非公開DI)裁判官室
(公開DI） 手続案内5721－4630
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常
福田千恵子47
向井敬二54
沓掛遼介61
君島直之64
河合美月72

■■

■
22部（ ’ 1月火丞
閥停、借地非舩、建築
部 田中一彦46
名島亨卓52
大黒淳子56
大塚博喜57
安見 章58
植月良典60
特例狹間巨勝65
特例植木麻里66
特例岡井麻奈美66
特例川内裕登67
特例内村論史68
特例川越嵩之69鯛冊甚曹灘

木金）第

’
部 中吉徹郎45
岩崎 慎52
宮下尚行57
高田美紗子58
毛利友 哉58
高橋浩美59
徳光絢子59
南雲大．輔59
白烏哲治60

兼 竹下 慶60
村上若奈64
特例長谷川稔洋68

第
軍15蔀了＝〒月天
通常
部 中丸 隆4
兼 岡田幸人4

原 雅基6
三田健太郎6
特例蕪城真由子6
補橋之口 峻7

木金）

9■■■
7

0

1

5

1

（東京地家簡裁庁舎■■）
商事
部 朝倉佳秀45
笹本哲朗53
丹下将克54
西山 渉56
足立拓人57
内林尚久60
渡部みどり63
特例山田悠貴65
特例伊藤圭子66
特例川．村久美子67

第10部
通常
兼部 清野正彦46
兼 中島 崇53
兼 精松晴子54
兼 望月千広57
兼 武見敬太郎61
兼 鈴木拓磨62
兼特例菊地拓也66
兼補 山 口愛子72
兼補小川勝己73

部（ー且火丞木金）
常

■
大嶋洋志47
鈴木わかな53
崇島誠二57
下山久美子58
中村英晴59

■
伊藤孝至60
松原経正60
中根佑一朗71
溝口翔太71

５
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部
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■■
＜海外留学、在外研究、国内研修中＞

特例石井奈沙65

【民事調停官】
(火） 宇田川博史48
(金） 勝野めぐみ53
(水） 成瀬健太郎57
(木） 内海雄介59
(月） 石田廣行60
(火） 佐野綾子61
(水） 田中和人61
(木） 鵜之沢大地63
(木） 高井翔吾63
(木） 津田顕一郎63
(月） 大沼竜也65
(金） 中野敬子65
(水） 牧野 剛68
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第16部（■■■■、月火水
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部伊藤正晴46
池原桃子52
丹下友華57
藤永かおる59
益留龍也61
特例稲井雄介65
補 岡崎真実72
補横山怜太郎73
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特例加賀谷友
特例谷山暢＜海外留学、在外研究、国内研修中

補＝ 上村江里子71
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田野倉真也63

補 山中秀斗72
補 石原 拓73
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兼部清水知恵子47
兼 大竹敬人54
兼 西田昌吾56
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兼特例芦田泰裕・65
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